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令和７年度の主な文化財関係事業の報告について 

 

１ デジタルミュージアムの構築 

  ・ ３月（予定）「うつのみや歴史・文化デジタルミュージアム」（仮称）公開 

 

２ 文化財調査員 

・ ５月１４日 第１回宇都宮市文化財調査員会議 

        ・令和６年度宇都宮市指定文化財の指定・市民遺産の認定について  

        ・令和６年度文化財現況調査の報告について（１０月～３月） 

・令和６年度課題別一斉調査「宇都宮の屋台・山車・天棚」の報告について 

・１１月１１日 第２回宇都宮市文化財調査員会議・視察研修（岡本城跡） 

        ・令和７年度宇都宮市指定文化財の指定について 

        ・令和７年度文化財現況調査の中間報告（４月～９月）について  

 

３ 文化財保護審議委員会 

・ ８月 ８日 第１回文化財保護審議委員会 

・ ９月１１日 第４専門調査部会 

       ・竹下町のオオバボダイジュ（樹勢回復事業後の経過観察） 

       ・白沢から上河内にかけての鬼怒川沿い 

（シルビアシジミの指定について相談あり状況確認） 

         ・下篠井のイヌシデ（折損した状況の確認） 

         ・エドヒガン（所有者から相談あり状況確認） 

         ・城山のシダレザクラ（腐朽した枝の剪定方法を検討） 

         ・中鶴田の大フジ（巻き付いているエノキの折枝状況の確認） 

         ・戸祭山緑地のトウキョウサンショウウオ（東池水路修繕の確認）  

          旭町の大いちょう（折枝後の剪定状況の確認） 

・ １月２０日 第２回文化財保護審議委員会 

 

４ 文化財の調査 

 埋蔵文化財の発掘調査 

 ・埋蔵文化財包蔵地の照会数   ４，４８６件（１２月末現在） 

※前年度１２月末  ４，４６８件 

 ・工事立会調査，確認調査件数     ６７件（１２月末現在） 

※前年度１２月末     ５５件

資料１
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５ 文化財の維持・管理 

(１）文化財防火デーに伴う文化財火災消防訓練及び文化財予防査察 

  ・文化財火災消防訓練 

   【日時】１月２７日（火） １３：３０～（予定） 

【会場】西方寺 

  ・文化財予防査察 

   【日時】２月上旬～（予定） 

       ・桂林寺ほか５寺社 １６件 

       （桂林寺，清巌寺，浄鏡寺，正行寺，宝蔵寺，興禅寺） 

 

 （２）宇都宮市民遺産制度（みや遺産）の運用 

  ・１１月２１日  第１回市民遺産会議 ２件申請 

           ・徳次郎 智賀都神社の夫婦けやき 

           ・戊辰戦争関連遺跡群（幕田・安塚の戦い） 

・ ２月（予定） 第２回市民遺産会議 

・          宇都宮市 審議 

・  ３月（予定） 市民遺産認定式 

 

６ 文化財の活用・啓発 

（１）文化財活用事業 

 ・１１月２３日  うるま市全島獅子舞フェスティバル参加 

（宇都宮伝統文化連絡協議会所属 上横倉の獅子舞保存会） 

 ・１２月１３日  宇都宮伝統文化フェスティバル   約１,０００名参加 

 

（２）うつのみや遺跡の広場 

・５月１１日  キスゲまつり               ３６０名参加 

・６月１日～７月３１日  キスゲと遺跡の広場写真展   １２作品出品 

・７月２６日  夏休み体験教室「土器づくり：成形」    ２５名参加 

・９月２７日  夏休み体験教室「土器づくり：焼成」    ２５名参加 

 ・１１月１日～１月９日   

巡回展「うつのみや新発見伝２０２５」      １，９００名見学 

・２月２２日（予定）   親子体験教室「野鳥の巣箱づくり」 

入館者数：８，８８８名（１２月末現在） ※前年度１２月末１１，２４２名 

 

（３）旧篠原家住宅 

・４月８日～５月６日  企画展「旧篠原家住宅所蔵五月人形展」６２９名見学 

・７月１９日     切り絵体験教室           １２名参加 

・７月２０日～８月２４日 小中学生古民家探検教室     ５２名参加 

入館者数：２，８６６名（１２月末現在） ※前年度１２月末４，８６８名 

※耐震工事のため休館中（令和７年９月１日～令和８年１１月３０日） 
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（４）飛山城史跡公園・とびやま歴史体験館 

・４月２６日        親子で弓矢体験        ３１名参加 

・５月２３日～７月２４日    

巡回展「うつのみや新発見伝２０２５」      ２，６２８名見学 

・７月２４日～２５日，８月５日～６日 

夏休みとびやま体験教室                 １１８名参加 

  ・８月１６日～９月２８日  

企画展「よろいかぶとその変遷」         ２，０２７名見学 

・１０月４日        古城の音楽会         ３２名参加 

・１１月１日～１１月１４日 中世の衣装で七五三      ５４名参加 

・２月２０日～３月２４日（予定）  企画展「宇都宮の窯跡」  

・３月１４日（予定）        第２０回きよはら飛山まつり   

・５月２日～６日，７月１９日～２１日，９月１３日～１５日，１０月１１日

～１３日 ライトライン「飛山城跡」停留場からの無料送迎サービス 

                             ８２３名乗車 

入館者数：２１，９４９名(１２月末現在) ※前年度１２月末３２，０４５名 

※空調改修工事のため休館中(令和７年１１月１８日～令和８年２月１８日) 

 

（５）宇都宮城址公園ガイダンス施設 

・７月７日～８月３１日  企画展「うつのみやの戦災展」 

４，５４７名見学 ※前年度３，６２３名見学 

・１０月６日～１２月２６日 企画展「終戦８０年 軍都宇都宮の終焉」 

１０，７３４名見学 

・１月１９日～３月２２日  巡回展「うつのみや新発見伝２０２５」 

・宇都宮市文化財ボランティア協議会による歴史･文化財等の案内解説(通年) 

入館者数：清明館歴史展示室   ２６，８１２名(１２月末現在) 

※前年度１２月末   ２２，０３５名 

宇都宮城ものしり館  ３２，７３６名(１２月末現在) 

※前年度１２月末   ３３，３５８名 
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（６）上河内民俗資料館 

・５月１７日～７月６日 企画展「地域の宝 宇都宮市民遺産(みや遺産)」 

 ３１２名見学 

・７月２６日   親子向け体験講座「小麦まんじゅう作り」   ２２名参加 

・８月２３日   親子向け体験講座「ランプシェード作り」   ２３名参加 

・１０月４日～１１月３０日 

 企画展「写真や地図で振り返る うつのみやの昭和100年」   ７６８名見学 

・１１月８日    民俗資料館講座「ゆず料理」         ２２名参加 

 ・１２月２０日  親子向け体験講座「ミニミニ門松作り」    １７名参加 

・２月３日～３月８日（予定）  企画展「ひな人形展」 

・２月２１日（予定）      親子向け体験講座「ネイチャークラフト」 

入館者数：２，２９９名(１２月末現在) ※前年度１２月末２，２９９名 

 

（７）文化財めぐり 

・５月１０日 -大谷地域の文化的景観-（大谷寺，稲荷山，カネホン採石場等） 

２２名参加 

・７月１２日 戦後８０年 軍都の名残を訪ねる（旭町の大いちょう，特殊地下壕等） 

２３名参加 

・８月２日  親子で参加！文化財めぐり（うつのみや遺跡の広場，旧篠原家住宅）   

１５名参加 

・１０月５日  戊辰戦争ゆかりの地を歩く（栄巌寺跡，一向寺等）２５名参加 

・１１月１５日 -宇都宮の山車・屋台・天棚-（海道町の天棚，白沢南彫刻屋台等） 

２２名参加 

 

（８）宇都宮の歴史と文化財ボランティアガイド養成講座（全１０回） 

 ・６月２５日～１月２８日   ８名受講 

 

 （９）市民ホール（市役所１階）展示 

  ・４月８日～４月１２日    根古谷台遺跡パネル展 

 

（１０）日本遺産を通じた大谷石文化の魅力発信事業 

・９月２７日～２８日 ツーリズムEXPOジャパン（愛知県国際展示場） 

 ・１０月２５日～２６日  日本遺産フェスティバル（倉敷アイビースクエア） 
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（１１）宇都宮伝統文化継承事業 

  ・宮っ子伝統文化体験教室 

学校名 学年 内容 実施（予定）日

1 石井小 ６年生 ふくべ細工絵付け 6/13 

2 豊郷北小 ６年生 黄ぶな絵付け 6/20 

3 上戸祭小 ６年生 かんぴょう料理 6/27 

4 清原南小 ６年生 黄ぶな絵付け 7/1 

5 泉が丘小 ６年生 獅子舞 7/3 

6 城東小 ６年生 黄ぶな絵付け 7/3 

7 御幸小 ６年生 ふくべ細工絵付け 7/4 

8 宝木小 ３年生 ふくべ細工絵付け 7/8 

9 平石中央小 ４～６年生 ミニぞうり 7/11 

10 東小 ６年生 ふくべ細工絵付け 9/3 

11 平石北小 ６年生 ふくべ細工絵付け 9/5 

12 田原西小 ６年生 獅子舞 9/18 

13 上河内西小 ６年生 小麦まんじゅう 9/10 

14 白沢小 ６年生 ミニぞうり 9/12 

15 昭和小 ６年生 黄ぶな絵付け 9/24 

16  宮の原小 ６年生 小麦まんじゅう 9/30 

17 岡本小 ６年生 ねぎみそまんじゅう 10/17 

18 西が岡小 ６年生 黄ぶな絵付け 11/7 

19 岡本北小 ５年生 かんぴょう料理 11/12 

20 豊郷南小 ６年生 ミニぞうり 11/14 

21 西小 ４年生 ふくべ細工絵付け 11/18 

22 御幸が原小 ６年生 ふくべ細工絵付け 11/20 

23 上河内中央小 ３・６年生 獅子舞 11/27 

24 陽東小 ６年生 ふくべ細工絵付け 12/3 

25 清原東小 ６年生 黄ぶな絵付け 12/6 

26 中央小 ４年生 ふくべ細工絵付け 12/22 

27 篠井小 ５年生 ゆず料理 12/23 

28 横川東小 ３年生 ミニぞうり 1/13 

29 横川中央小 ６年生 かんぴょう料理 1/21（予定） 

30 城山西小 ５年生 しもつかれ 1/23（予定） 
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（１２）重要文化的景観 

令和６年１０月に国の重要文化的景観に選定された「大谷の奇岩群と採石産業

の文化的景観」が，市民や来訪者の皆様に広く認知され，末永く親しまれる景観

となるよう，エンブレムデザインの候補を３案作成し，児童・生徒の皆様をはじ

めとする多くの方々から投票をいただいた結果，下記のエンブレムに決定した。 

 

 

 

 

 

 

 

・ 投票数：９，８１４票 

・ 得票数：４，４５３票（４５．４％） 

エンブレムについては，大谷の重要文化的景観の普及啓発，広報，理解促進を

目的としたイベントや広報物などに無償で使用可能である。 

また，エンブレムを活用した缶バッジを大谷石文化学講座参加者へ配布，  

日本遺産案内板や重要文化的景観パンフレット等へのエンブレム掲載など，エン

ブレムを活用した取組を進めていく。 

 

（１３）その他の周知・啓発事業 

・伝統料理講座 

第１回  ８月 ２日 講話「お盆の料理」  姿川地区市民センター 

第２回 １０月１１日 講話「お月見の料理」 平石地区市民センター 

第３回 １２月 ７日 講話「お正月料理」  平石地区市民センター 

第４回  １月２５日 講話「しもつかれ」  河内地区市民センター 

 

  ・伝統文化講座 

第１回  ９月１３日 講話「日光東照宮と屋台彫刻」河内地区市民センター 

  第２回 １１月 ８日 講話「野州てんまり」  総合コミュニティセンター 

   第３回 １１月２９日 講話「オタリヤ」    城山地区市民センター 

   第４回  ２月 ７日 講話「布ぞうり」    雀宮地区市民センター 

「奇岩群 越路岩」と奇岩群を形成

する要素となった「姿川」，大谷石を

掘り出してできた巨大な地下空間と採

石する人の様子をデザインした。 
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７ 計画策定 

（１）「大谷の奇岩群と採石産業の文化的景観」整備活用計画 

  当該重要文化的景観の適切な保存及び活用のために，「大谷の奇岩群と採石産業

の文化的景観保存活用計画」に基づき，計画的に整備・活用に係る事業を実施す

るための計画を２か年（令和７－８年度）で策定予定。 

 

 （２）根古谷台遺跡保存活用計画 

  国指定史跡根古谷台遺跡の本質的価値をあらためて認識し，現状と課題を整理し

たうえで，より効果的な保存・活用・整備・運営の方向性や取組を定めるための

計画を策定予定。 
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第３次宇都宮市文化振興基本計画（素案） 概要版

第１章 計画の概要

【１ 策定に当たって】
本計画は，前計画の評価と文化を取り巻く環境と市民ニーズの
変化を踏まえ，市民が宇都宮ならではの貴重な文化に気付き，
誇りと愛着を感じ，豊かに暮らすことができる社会の実現を目
的に策定するもの

現計画の評価（個別施策の市民アンケートではほぼ全ての施策で重要度５段階で３以上）

１ 社会情勢
・デジタル化の加速
・ライフスタイルの変化
・少子高齢化・グローバル化の進展
・メディア芸術の関心の高まり
・異常気象の増加に伴う文化財の保存管理、国・県等の動向

２ 国・県の動向
・「文化芸術基本法」改正及び施行（H29）⇒観光等分野との連携強化，国際的な交流等推進
・骨太方針2025（経済財政運営と改革の基本方針2025）⇒文化観光施策を通じた地域経済活性化の推進など
・学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン(R4)
・栃木県文化振興基本計画（第２期）

【２ 計画の位置付け】

本計画は文化都市推進課を始め庁内各課で実施している個別事業を文化振興の観点から
関連付けし，総合的かつ効果的に施策の方向性を示すもの。また，文化芸術基本法や関連
計画を踏まえるとともに，第６次宇都宮市総合計画基本計画（後期計画）に掲げる基本施
策「魅力創造・交流の未来都市の実現に向けて」を実現する計画。

【３ 計画期間】

令和８年度から令和１７年度までの１０か年計画とする。

 社会動向やライフスタイルの変化および
環境の変化に対応した施策を検討
 漫画・アニメなどメディア芸術文化の振興

 観光など他分野との施策間の連携強化

 歴史・文化・芸術資源を活用した経済の好循環，地域活性化

 部活動の地域展開を踏まえた文化芸術の振興

１ 市民アンケート結果
・鑑賞・見学を行った分野について，メディア芸術が多い 50.2％
・文化芸術活動の参加形態について，ひとりで行った割合が多い 45.4％
・文化芸術活動の場所について，「自宅」と回答した割合が多い41.5％
・情報発信の充実を求める声が多い 34.3% 
・担い手づくりの取組強化が課題と回答した割合が高い 87.8％

２ 有識者（学校関係者）ヒアリング結果
・学生を対象とした市民が作った芸術作品等の展示・披露機会の充実
・学生団体が参加可能なイベント情報を分かりやすくまとめ、発信する
仕組みづくり

・大谷地区の貴重な景観や観光資源を活かした施策展開

３ 現行計画の評価
⇒目標値には至らなかったものの，各取組において一定の成果

基本方針 評価と目標値達成・未達成の理由

文化を身近に

感じ，活動で

きる環境づく

りの推進

文化・芸術を鑑賞・見学した市民の割合82.0%

（H26比＋2.7%）目標値90%

 映画や漫画，アニメなどのメディア芸術に触れる機会は多いと思

われ，メディア芸術祭の来場者も増加しているが，指標はそれほど

伸びておらず，メディア芸術の周知啓発不足が要因と考える

文化をつなぐ

人材育成の推

進

文化活動をしている市民の割合37.9%（H26年度比▲1.8%）目

標値50%

 文化活動・発表の場の提供，児童・生徒への芸術・伝統文化関連

講座，文化芸術団体への支援などを通して人材育成に取り組んで

きたが，コロナ禍による活動形態の変容に対する施策が十分に展

開できなかったことが主な要因と考える

第2章文化を取り巻く環境の動向

第３章 本市の文化の現状と課題

 宇都宮文化を活用したまちづくりへの施策展開への対応
 ターゲット層（若年層）を意識した情報発信の強化
 ニーズに沿った多様な発表機会の提供

 メディア芸術の振興
 ライフスタイルの変化による文化活動形態の変化への対応
 情報発信の強化
 文化の次世代継承の課題認識の高まりへの対応

宇都宮文化の

創造・継承の

推進

宇都宮の文化を誇りに感じる人の割合44.8%（H26年度比＋

11.5%）目標値60%

 本市の魅力的な歴史・文化・資源を磨き上げ，市内外に広くPR

するため，日本遺産の認定や重要文化的景観選定，みや遺産の創

設などに取り組んできたが，それらの資源の認知度向上のための

取組が不足していたことが主な要因と考える

文化を活用し

たまちづくり

の推進

文化資源を目的に宇都宮に来訪した人の割合37.1%

（H26年度比＋25.2%） 目標値20% 達成

 街なかでの音楽イベントや日本遺産認定を契機とした大谷地区

を中心とした観光客の増により目標値を大きく上回った

・取組成果を踏まえた継続性を保持しつつ，時代に即した取組
展開が必要

・基本方針は時代潮流に寄らず，互いに作用し，文化振興を図

る上で普遍的で重要な要素であることから，４つの方針を継承

しつつ，より効果的な施策を展開

次期計画の基本的な考え方

文化創造のサイクル図

４ 今後重点的に取り組むべき課題

取組の効果を高め，時代に即した施策を展開するための課題の導出

第４章 文化振興の基本理念と基本方針

課題５： 施策間の連携や関係各課との連携を強化し，全体としての相乗効果を生み出せるような取組が必要

課題１： 広報誌などの従来の媒体での発信とともに，デジタルを活用した発信・アクセス性を強化するなど，戦略的な広報展開が必要

課題２： 市民のニーズやライフスタイルの変化，時代の潮流に沿った多様な文化活動の場の提供に取り組むとともに ，引き続き事業の企画段階から
市民の積極的な参画を促し，市民主体の事業展開が必要

課題３： 児童・生徒の文化に触れる機会の充実を図るとともに，地域における伝統文化の継承と，文化・芸術の担い手・指導者育成に繋がるよう，
よりその事業効果を高めていく必要があるとともに，持続可能な手法の確立が必要

課題４： メディア芸術への関心が高いことや文化に触れる形態の個別化や多様化等，ライフスタイルの変化に適応した取組の推進が必要



第４章 文化振興の基本理念と基本方針

第６章 計画の推進体制

●協働による文化芸術の振興
市民，団体（NPO等），芸術家，教育機関，企業，（公財）うつのみや文化創造財団，市がそれぞれの役割の下，主体的に活動に取り組む。
●計画の進行管理
毎年実施している総合計画の施策評価を活用するとともに，文化会館・美術館利用者数などの関係指標を参考にし，必要に応じて事業の成果を検証・見直しを行い，効果的な事業を推進する。

基本方針１
文化を身近に感じ，活動できる環境づくりの推進
成果指標
文化・芸術の鑑賞・見学をした市民の割合 90％

基本方針２
文化をつなぐ人材育成の推進
成果指標

文化活動をしている市民の割合 50％

基本方針３
宇都宮文化の創造・継承の推進
成果指標
宇都宮の文化資源を誇りに感じる人の割合 60％

基本方針４
文化を活用したまちづくりの推進
成果指標
文化資源を目的に宇都宮に来訪した人の割合 50％

市民が日頃のくらしに文化活動を取り入れ，より豊かな生

活を送るために，デジタル技術も活用しながら文化芸術に

触れる環境や発表・活動の環境，そして文化を学べる環境を

充実させていくとともに，ターゲット層を意識した戦略的な

情報発信を行うなど，市民が様々な文化情報を得やすい環

境を整備することにより，メディア芸術を含む新しい鑑賞・

活動形態の変化やライフスタイルの変化にも対応し，市民が

文化をより身近に感じ，気軽に触れ，発表するなど活動でき

る環境づくりを推進します。

文化を創造・継承する人材を，持続的に育成していくた

めに，地域や学校などにおいて文化を先導する人材の育

成や担い手育成のほか，地域文化を守り・伝える人材や団

体の育成支援を進めることにより，文化をつなぐ人材等の

育成を推進します。

市民が楽しみながら多彩な宇都宮文化を知り，故郷に

誇りと愛着を感じるために，デジタル技術等を活用したり，

芸術文化と歴史文化を融合させたりするなど，宇都宮文

化の価値を高め，新たな発見や魅力の創出を推進すると

ともに，これまで積み重ねられた宇都宮文化について，次

世代の文化創造に資するよう，保存・継承を推進します。

文化のもたらす経済的・社会的効果がまちづくりの力と

なるよう文化・芸術・歴史資源を活用した文化観光を推進す

るほか，国際交流や福祉など多様な分野との連携を強化し

た施策を展開することにより，地域の魅力づくり，絆づくり，

多文化共生などを促進し，多くの人が訪れ交流する魅力あ

ふれる宇都宮のまちづくりを推進します。

文化をつなぎ 未来を紡ぐ 宇都宮

～心が響きあい 更なる魅力を創造するまちへ～

基本理念

施 策 NO, 施策の方向性
新
規

重
点

デ
ジ
タ
ル

基本施策
①

文化を先導する人材の育成促進及び活躍の場の創出

文化を先導
する人材の
育成・発表・
交流活動支
援

Ｂ1-1 若手芸術家の育成の促進

Ｂ1-2 身近に学べるマッチング事業の支援 ★ ◆

Ｂ1-3 文化活動者の活用促進

B1-4 芸術家の発表・交流活動の支援

基本施策
②

いきいきと文化活動に取り組む人材育成の推進

子どもの文
化体験の推
進

Ｂ２-1 芸術・伝統文化関連講座の推進 ★ ◆

Ｂ2-2 保育所等における文化の学習機会の充実

Ｂ2-3
デジタルコンテンツを活用した学習機会
の充実

〇 ★ ◆

多様な世代
の担い手育
成の推進

Ｂ3-1
宇都宮伝統文化（ふるさと）継承事業の推
進

★

Ｂ3-2
企業や文化振興財団等による助成事業の
活用

Ｂ3-3
中学校部活動及び地域クラブ活動におけ
る地域人材の育成・活用

〇 ★

Ｂ3-4 市民学芸員の育成の推進 〇 ★

基本施策
③

地域の文化を守り・伝える人材・団体の育成・支援の推進

市民ボラン
ティアの育
成・支援

Ｂ4-1 文化ボランティア養成講座の開催

文化団体の
育成・支援

B5-1 市民ボランティア団体の育成・支援 ★

B5-2
文化活動団体への支援（補助金等）及び連
携強化

施 策 NO, 施策の方向性
新
規

重
点

デ
ジ
タ
ル

基本施策
①

文化を身近に感じ，気軽に活動できる環境づくりの推進

文化にふれ
る場の充

実

Ａ1-1 文化会館・美術館での鑑賞機会の充実 ★◆

Ａ1-2 ジャズのまち事業の推進

Ａ1-3
文化財ガイダンス施設を活用した周知啓発
事業の促進

◆

Ａ1-4 図書館における文化情報の周知啓発の促進 ◆

Ａ1-5 歴史・文化の周知啓発事業の推進 ★◆

A1-6 歴史・文化デジタルミュージアム事業の推進 〇★◆

発表・活動
環境の充

実

Ａ2-1 市民芸術祭・ジュニア芸術祭の推進 ★◆

Ａ2-2 百人一首事業の推進 ★◆

Ａ2-3
身近な場を活用した新たな文化活動の発表
の場の創出

★◆

Ａ2-4 民間施設との連携・活用の検討

Ａ2-5 青少年の発表機会の創出 ◆

Ａ2-6 障がい者の発表機会の創出 ◆

Ａ2-7 地域文化祭の推進

Ａ2-8 ライフスタイルに応じた活動環境の充実 〇★◆

A2-9 メディア芸術の振興促進 〇★◆

学びの機
会の充実

Ａ3-1 文化創造財団による講座の推進 ◆

Ａ3-2
生涯学習センターでの文化・教養関係講座の
推進

Ａ3-3 宇都宮市民大学の推進

Ａ3-4 高齢者の学びの機会の促進

基本施策
②

文化情報の収集・発信機能の充実

文化情報
の収集・発
信機能の
戦略的強

化

Ａ4-1
歴史・文化等を活用したまちなか文化情報交流拠
点づくり

Ａ4-2
ホームページ，SNS等を活用した情報発信の
推進

◆

A4-3
ターゲット層を意識した戦略的情報発信の推
進

〇★◆

施 策 NO, 施策の方向性
新
規

重
点

デ
ジ
タ
ル

基本施策
①

宇都宮文化の創出の推進

歴史・文化の
創出の推進

Ｃ１-1 新たな歴史・文化の再評価・再発見 ★

Ｃ１-2 史跡等整備の推進 ★◆

Ｃ１-3 日本遺産「大谷石文化」の推進 ★◆

Ｃ１-4 宇都宮市民遺産認定制度の推進 ★

Ｃ１-5 調査・研究機能の強化

Ｃ１-6 芸術文化と歴史文化の融合 〇★◆

Ｃ１-7
歴史・文化デジタルミュージアム事業の推
進

再
掲

C1-8 メディア芸術の振興促進
再
掲

ゆかりの人
物等の評価

の推進

Ｃ2-1
本市にゆかりの芸術家を活用した普及啓
発の推進

Ｃ2-2 うつのみや市民賞の推進

景観・まちな
みの評価・創

出の促進

Ｃ3-1 まちなみ景観事業の推進 ◆

Ｃ3-2 うつのみや百景事業の推進 ◆

Ｃ3-3 景観形成重点地区等の指定の推進

基本施策
②

宇都宮文化の保存・継承の推進

文化財等の
保存・継承

Ｃ4-1 多気城跡の保存に向けての調査の推進 ◆

Ｃ4-2 史跡・名称・天然記念物等の保存 ◆

Ｃ4-3 文化財の収蔵・蓄積の基盤整備 ★◆

Ｃ4-4
文化財保護法に基づく歴史的建造物の保
護の推進

Ｃ4-5 文化財の防災・防犯対策の推進 〇

景観保全の
促進

Ｃ5-1
景観上価値のある歴史的建造物の保全・
活用の促進

Ｃ5-2 大谷の文化的景観保存活用事業の推進 ★◆

Ｃ5-3 大谷・多気地区美観事業の推進
多様性豊か
な自然環境

の保全

Ｃ6-1 文化財等を通じた自然環境理解の促進 ◆

Ｃ6-2 自然環境の把握と周知啓発の推進

施 策 NO, 施策の方向性 新
規

重
点

デ
ジ
タ
ル

基本施策
①

地域の魅力づくりへの活用の推進

施策間連
携の強化

Ｄ1-1 文化資源を取り入れた地域イベントへの支援 ★

Ｄ1-2
文化・芸術・歴史資源を活用した文化観光の推
進

〇★◆

Ｄ1-3文化資源を活用した集客交流の促進 ★

Ｄ1-4多様な分野との連携強化 〇★◆

Ｄ1-5産学官連携による文化振興事業の推進 〇★◆

地域活性
化への活

用

Ｄ2-1
景観上価値のある歴史的建造物の保全・活用の
促進

再
掲

Ｄ2-2ジャズのまち活性化事業の推進

Ｄ2-3妖精資料活用事業の推進 ◆

Ｄ2-4
城址公園を活用した文化・歴史を伝える事業の
推進

◆

Ｄ2-5百人一首事業の推進 再
掲

Ｄ2-6日本遺産「大谷石文化」の推進 再
掲

Ｄ2-7友好都市との文化交流の推進 〇★◆

基本施策
②

絆づくりへの活用の推進

地域の絆づ
くりへの活用

Ｄ3-1学校における地域文化財活用事業の推進

Ｄ3-2芸術・伝統文化関連講座の実施 再
掲

企業や大学
等との絆づく
りの推進

Ｄ4-１伝統工芸や地場産業との連携の推進

基本施策
③

多文化共生や国際交流の推進

多文化共
生・国際交
流の推進

Ｄ5-1多文化共生フォーラムの開催

Ｄ5-2姉妹都市との文化芸術交流の推進

Ｄ5-3国際理解講座の実施

Ｄ5-4文化資源を活用した文化交流の推進 ★◆

第5章 文化施策の展開方向


